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平成 26 年度成果報告 住民課総括 

１ 戸籍住民基本台帳等 

戸籍・住民基本台帳及び国民年金について、窓口サービスの向上に努めた。 

２ 社会福祉一般 

平成 26 年 4 月の消費税引き上げに伴う影響緩和策として臨時福祉給付金事業、子育て

世帯臨時特例給付金事業が実施された。児童手当受給の子育て世帯や住民税非課税世帯

（生活保護世帯除く）に対し、支援措置があった。 

障害者を対象としたグループホーム建設のための用地を町で確保した。 

南木曽町障害者福祉計画及び南木曽町老人福祉計画の見直しを行った。 

３ 児童福祉・子育て支援 

田立保育園耐震改修等工事が完了し、新たな園舎での保育がスタートした。 

蘭保育園の耐震改修事業について、保護者会と協議のうえ蘭社会教育施設の活用の比 

較・検討を進めた。 

全ての子どもの良質な成育環境を保障し、子ども子育て家庭を社会全体で支援すること

を目的とした子ども・子育て関連３法の制定を受け、南木曽町子ども・子育て支援事業計

画を策定するとともに、新たな子育て支援制度に対応する保育料徴収及び保育時間等の基

準見直し作業を行った。 

４ 介護保険 

平成 27 年度から始まる第６期介護保険事業計画、制度の見直しに向け、地域支え合い

事業の担い手研修、体制づくりの検討に積極的に取り組んだ。 

また、いきいき料理教室等介護予防事業、総合型地域スポーツクラブと連携した水中

ウォーキング教室事業等の予防事業を引き続き実施した。 

５ 保健衛生 

水痘予防接種・高齢者肺炎球菌予防接種が新たに定期接種となり、予防接種は子ども 10

種類、高齢者 2 種類に増えた。また、先天性風疹症候群予防のため、任意接種である成人

の風しん予防接種への助成を開始した。

 幼児健診で言語・運動発達等の不安がある児へのフォローとして、遊びの教室を立ち上

げ実施している。

「二十一世紀における第二次国民健康づくり運動(健康日本 21(第二次)」の考え方により、

これまでの取り組みの評価及び新たな健康課題などを踏まえた、町民の健康増進を図るた
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めの計画として「南木曽町健康づくり計画(第二次)」を策定した。また、大きな被害と社

会的影響をもたらす恐れのある新型インフルエンザや新感染症への対策に関する基本的な

方針や町が実施する措置等を示す「南木曽町新型インフルエンザ等対策行動計画」を策定

した。

7.9 南木曽町豪雨災害時に南木曽町赤十字奉仕団が活動を展開した。 

６ 7.9 南木曽町豪雨災害 

災害直後から関係地区住民の安否確認作業を実施した。 

避難所の開設は 12 か所で、673 世帯、1,645 人を対象に避難を呼びかけた。 

また、要援護者対応として福祉避難所・介護福祉施設緊急避難の対応を図った。 

救援物資の仕分け・配分等も分担して実施したほか、被災者生活支援金に関する事務に

対応した。 
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３．住民課所管 

１．戸籍住民基本台帳事務関係 

（１）戸 籍 

○届出別事件数 （単位：件） 

事件の種類  本籍人  非本籍人  計  対前年比  事件の種類  本籍人  非本籍人  計  対前年比

出 生 36 4 40 △7 国籍取得 0 0 0 ±0 

認 知 0 0 0 ±0 入 籍 4 0 4 △17 

養子縁組 4 0 4 △3 分 籍 2 0 2 ＋2 

養子離縁 3 0 3 ＋3 失 踪 0 0 0 ±0 

婚 姻 79  0 79 △4 復 氏 0 0 0 ±0 

離 婚 13 0 13 ＋1 氏の変更 0 0 0 △1 

法77条の２ 2 0 2 △2 名の変更 0 0 0 ±0 

法73条の２ 0 0 0 ±0 転 籍 21 0 21 △7 

親 権 0 0 0 ±0 職権訂正 8 0 8 ＋1 

死 亡 124 6 130 ＋24 不受理申出 2 0 2 ＋1 

国籍選択 0 0 0 ±0 帰 化 0 0 0 ±0 

国籍喪失 0 0 0 ±0 その他 0 0 0 △1 

国籍留保 1 0 1 ±0 計 299 10 309 △10 

○戸籍数 ３，１７１戸（△ 40戸） 【平成２7年３月３１日】 

○戸籍人口 ７，４７１人（△166人） 【平成２7年３月３１日】 

○処理事件件数 新戸籍編成  ３４件（±0件） 

戸籍全部消除 ７４件（＋8件） 

違反通知  ０件（±0件） 

戸籍再製  ０件（△1件） 

※（ ）数字は対前年比較数字（以下同じ） 

○戸籍に関する証明書等交付数

 有  料   無  料 

 全部事項証明書 戸籍    ９８６件 ２２５件 

除籍 １３９件  ３９件 

 個人事項証明書  戸籍 ２５１件  ３３件 

除籍  ３０件   ４件 

 謄 本  除籍  １，１７６件 ４６３件 

抄 本   除籍 ０件 ０件 

その他証明等 ６件 ３件 

 届書に基づく証明   ４件   １件 

 計  ２，５９２件 ７６８件 

（２）住民基本台帳 

○人 口       【平成２７年３月３１日現在】 

 男 ２，１３８人 （△５８人） うち外国人 ６人 

女 ２，３６９人 （△７４人） 〃  ２３人 

計 ４，５０７人 （△１３２人） 〃  ２９人 

世 帯 数         １，８２０世帯（△２８世帯） 
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○届出事件別の延べ人数

転入 １１９人(△43人) 転出 １７２人(＋20人) 転居 １０３人(＋45人) 

出生  １８人(△10人) 死亡  ９８人(＋20人) その他１１５人(＋14人)  

計  ６２５人(＋46人) 

○処理事件別の延べ人数

 住民票記載 １３８人 

 住民票削除 ２７０人 

○住民記録に関する証明書等交付数

  有  料 無  料 

 戸籍の附票  １３１件 ２１１件 

 住 民 票 １，８１４件   ２３５件 

 印 鑑 登 録 １３４件  ０件 

 印 鑑 証 明 １，４５６件 １６件 

 身 元 証 明   ７２件   ０件 

 閲 覧       ０件   ０件 

 その他証明  ４８件 ０件 

 り災証明(7.9豪雨災害関係)   ７７件 

計  ３，６５５件 ５３９件 

○年齢別人口【平成２７年３月３１日現在】

（単位：人） 

年 齢 男 女 計 年 齢 男 女 計 

0～ 4 84 54 138 55～59 158 138 296 

5～ 9 87 85 172 60～64 181 184 365 

10～14 73 96 169 65～69 186 189 375 

15～19 85 80 165 70～74 167 179 346 

20～24 96 77 173 75～79 140 181 321 

25～29 81 71 152 80～84 113 202 316 

30～34 87 86 173 85～89 80 155 235 

35～39 108 102 210 90～94 43 109 152 

40～44 101 105 206 95～99 13 26 38 

45～49 129 118 247 100～ 1 5 6 

50～54 125 127 252 合 計 2,138 2,369 4,507 

（３）中長期在留者及び特別永住者【平成２７年３月３１日現在】 

○登 録 人 口           ２９人 （＋４人） 

○登 録 世 帯           ２５世帯（＋６世帯） 

○国籍別人員

韓国又は朝鮮 １０人（±０人） 中 国 １０人（＋３人） 

フィ リピン  ７人（±０人） タ   イ   １人（±０人） 

アメリカ  １人（＋１人）  

（４）住民基本台帳ネットワークシステム 

  【住民基本台帳カード交付状況等】 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

○住民基本台帳カードの発行件数 ７件 ６件   ５件 

○住民票の写しの広域交付発行件数（交付地分） ０件  ５件  １０件 

○住民票の写しの広域交付依頼承認件数（住所地分）  ０件 ５件   ０件 

○転入、転出手続の特例

≪特例転入届≫ ０件  ３件  ３件 

≪特例転出届≫ ２件  ０件 ２件 
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２．福祉関係 

（１）社会福祉関係 

①一般

・行路人関係 供養  ※光徳寺にて毎年実施 供養費:30,000円 

支援費  8名に支給  2,400円（※300円/回） 

・公園等管理 天白忠霊塔 30,000円 

マレットゴルフ場      0円 

・各種福祉団体への支援 

長野県日中友好協会  10,000円 

保護司会  70,000円 

社会を明るくする運動 61,000円 

人権擁護委員会    54,000円 

・在住外国人福祉金支給事業 

支給対象者1名  240,000円 （月額:20,000円） 

・南木曽町社会福祉協議会への支援 

運営補助金の交付 10,252,649円 

・南木曽町社会福祉協議会への委託事業 

心配ごと相談事業 相談件数 4件（内電話相談3件）   163,002円 

結婚相談事業   結婚実績 0件 独身交流会 97,360円 

ボランティア推進 等 34,733円 

・県事業関係 

長野県長寿社会開発センター 活動グループ個人加入 ４名 

シニア大学 ２年生５人（34回生） １年生１人（35回生） 

・地域福祉活動支援事業補助 

遺族会 25,000円  身体障害者福祉協会 130,000円 

母子寡婦福祉会 42,000円  手をつなぐ育成会  30,000円 

②無医地区等解消事業

・乗り合いタクシー（おたっしゃ号）の維持管理 336,776円※運行管理は総務課

③民生児童委員活動事業

・民生児童委員 １７名    主任児童委員 ２名 

・民生児童委員協議会開催  年１１回（７月は災害により開催中止） 

・民生児童委員活動 事業費 2,223,520円（県交付金1,223,930円）

・相談件数   高齢者に関すること  ９０件 

障害者に関すること  ６１件 

  子どもに関すること  ３１件 

その他 ３４件 

  合 計 ２１６件  

・活動件数   訪問活動 １，７４９件 

調査実態把握 ３３６件 

  地域福祉活動 ２８４件 

その他の活動 ４８８件 

合 計 ２，８５７件  
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・連絡調整件数   連絡調整件数 ４９５件 

・木曽郡南部民生児童委員協議会合同研修  年１回 

（上松町・大桑村と当町が当番町、妻籠宿にて開催） 

  ・入所者施設訪問  ２日間で５施設（入所者：７名）を訪問 

（災害により７月９日以降の訪問を全て中止） 

④人権尊重まちづくり事業

・人権擁護委員３名

・人権相談所開設 年間４回（6、9、12、2月）相談者2名 役場二階委員会室

・人権週間（12月4日～10日）住民への周知

⑤生活保護（事業費:県負担）

生活 

保護 

世帯 

23年度末 24年度末 25年度末 26年度末(延) 26年度末の内 

入院入所数 

7世帯 7人 

16世帯 15世帯 18世帯 15世帯(20) 

18人 16人 19人 16人(21) 

⑥保健師等業務

・子育て支援関係

子ども関係会議36回、母子保健連絡会４回、家庭訪問9回 

・障害者支援関係 

家庭訪問実績 精神障害関係75回、身体･知的障害関係13回 

会議実績   地域ケア会議１２回、個別会議42回 

・生活保護関係 

家庭訪問 生活保護19回、個別支援会議 5回 

⑦臨時福祉給付金事業・子育て世帯臨時特例給付金事業

平成２６年４月の消費税の引上げに伴い児童手当受給の子育て中の世帯や住民税が課

税されていない世帯（生活保護世帯を除く）方に対し対象児童１人もしくは対象者１

人につき１０，０００円を交付。

・交付状況は次のとおり。 

項  目 対象者 
補助金 

給付金額 
決算状況 

臨時福祉給付金（決定者） ８２６人 8,260,000 円 8,260,000 円 

  〃 （加算額） ６１１人 3,055,000 円 3,055,000 円 

〃  事務費分 － 1,723,000 円 1,724,419 円 

小計 13,038,000 円 13,039,419 円 

子育て世帯臨時特例給付金 ４７３人 4,730,000 円 4,730,000 円 

〃  事務費分 － 531,000 円 533,522 円 

小計 5,261,000 円 5,263,522 
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（２）老人福祉関係 

①老人数等 (平成27年3月31日 住民基本台帳) 

人口 ４，５０７人（内２６人外国人） 

65歳以上人口 １，７８９人（総人口に占める割合39.7％） 

前期高齢者(65～74歳)人口 ７２１人（総人口に占める割合16.0％） 

後期高齢者(75歳以上)人口 １，０６８人（総人口に占める割合23.7％） 

独居老人(65歳以上)数 ３８１人 

②施設入所措置

・老人福祉施設措置入所状況

養護老人ホーム 木曽寮（上松町）延６人（年度内の入所１、退所１、死亡１） 

養護（盲）老人ホーム ひとみ園（埼玉県）延１人 

養護老人ホーム 南箕輪老人ホーム（南箕輪村）１人（年度内の死亡１） 

（平成 27 年 3 月 31 日現在入所者 ５人 ＝ 木曽寮４、ひとみ園１）  

③敬老事業

・敬老祝賀事業 88歳以上の方を対象に祝状・長寿番付を贈呈した。祝状は、田立和

紙に保育園児が絵を描いたものを贈った。 

対象者295人（町長訪問 88歳50人 99歳以上10人） 和紙代等:98,075円 

・敬老会助成事業 

1地区 2,000円、75歳以上の参加者1人あたり200円を助成。 

社協で行っている敬老会助成事業に上乗せして社協経由で各地域へ助成 

22会場実施 助成額:166,000円（地区割：78,000円 人数割：88,000円） 

④在宅福祉事業

・高齢者在宅介護支援事業

緊急通報体制等整備事業 

緊急通報装置付き電話設置状況 36台（平成27年3月31日現在） 

  ・高齢者タクシー・リフトバス乗車券助成事業

交付者 37名 利用枚数  228枚  114,000円

⑤老人いきがい対策事業

・老人クラブ ７クラブ（会員数652人）、１連合会

老人クラブ等活動助成補助金:384,000円 

⑥木曽シルバー人材センター

・会員数  30 名（男 27 名 女 3 名） （平成 27 年 3 月 31 日現在） 

・受注件数 213 件 受注額 13,832,588 円

（うち、公共 78 件 7,836,948 円、企業・一般 135 件 5,995,640 円） 

・南木曽地区懇談会 １回 

・木曽シルバー人材センター運営 負担金  ２,２４１,０００円

⑦在宅介護支援センター運営事業

・南木曽町社会福祉協議会へ委託

・事業内容 総合相談・24時間対応・福祉用具展示  委託料:300,000円 

⑧寄付等の状況

・平成２６年度分 ０件（ふるさと納税関係の福祉関係寄付は除く）
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（３）障害者福祉関係 

  ①障害者数の推移 

   ・身体障害者手帳所持者状況 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

268人 280人 271人 251人 

   ・療育手帳所持者状況 

年度 重度 中度 軽度 計 

平成23年度 13人 18人 14人 45人 

平成24年度 13人 19人 16人 48人 

平成25年度 13人 18人 20人 51人 

平成26年度 13人 19人 20人 52人 

   ・精神障害者保健福祉手帳所持者の状況      

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

22人 22人  24人 27人 

 

  ②障害者手当等受給状況 

   ・県事業関係 

     特別児童扶養手当   8人  １級3人 49,900円/月、2級5人 33,230円/月 

     障害児福祉手当    1人  14,140円/月 

     特別障害者手当    10人  26,000円/月 

     心身障害者扶養共済掛金加入者  ４人 

 

  ③一般 

   ・関係機関との連携と支援 

     中信社会福祉協会         負担金: 248,738円 

     きそ子供センター         負担金: 378,000円 

     障害者総合支援センター「ともに」 負担金: 843,000円 

     木曽地域自立支援協議会      負担金: 192,000円 

  

  ④障害者福祉事業 

   ・就労継続支援（B型）事業所ひだまり工房の運営に対する補助 

     補助金額   3,700,000円 

     運 営 主 体  南木曽町社会福祉協議会 

     開所日数等  250日 前年度252日 

     延利用者数  1,765人（1日平均7.13人） 前年度1,799人 

     作業代金   1,744,641円（1人平均18,174円/月）前年度1,896,139円 

 

   ・障害者にやさしい住宅改良促進事業 

     補助申請 0件 

   ・身体知的障害者福祉事業 

     心身障害児（者）タイムケア事業   利用者  0名 利用量 0時間 

  

  ⑤難病患者等福祉事業 

   ・難病患者ヘルパー事業        利用者  なし 

   ・難病患者短期入所事業         利用者  なし 

   ・難病患者日常生活用具給付事業    利用者  なし 
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  ⑥障害者自立支援給付事業 

   ・介護給付・訓練等給付 

     居宅介護（ホームヘルプ）     利用者  7名   1,024千円 

     短期入所（ショートステイ）    利用者  4名   4,237千円 

     生活介護             利用者 17名  43,162千円 

     施設入所支援           利用者 13名  18,160千円 

     就労移行支援           利用者  3名   5,405千円 

     就労継続支援           利用者 16名  20,399千円 

     自立訓練             利用者  0名     0千円 

     共同生活介護・援助 

     （ケアホーム・グループホーム）  利用者  7名  10,683千円 

     特定障害者特別給付費       利用者 20名   3,115千円 

     サービス利用計画         利用者 40名     913千円 

   ・補装具費給付            利用者  2名     105千円 

   ・自立支援医療（更生医療）      利用者  3名   1,006千円 

  ・自立支援医療（療養介護医療費）   利用者  1名      843千円 

 

  ⑦障害者地域生活支援事業 

   ・相談支援事業   定例相談を年12回（ともにへ委託） 委託料: 321,000円 

   ・日常生活用具給付等事業   ストマ装具ほか  93件 事業費: 802,144円 

   ・障害者タクシー・リフトバス乗車券助成  交付者74名 利用枚数：  641枚 

                              事業費: 320,500円 

   ・地域活動支援センターの運営             委託料:3,004,000円 

     委託先    NPO法人なぎそ福祉会 「萬屋」 

     場所     吾妻4554-1 （奥志水）  

     開所日数等  195日（毎週 火・木・土曜日開所） 

     延利用者数  589人（1日平均3.0人） 

   ・その他事業 

     訪問入浴サービス    利用者 0名 利用回数 0回  事業費:      0円 

     日中一時支援サービス  利用者 2名 利用量  28時間 事業費: 26,600円 

     移動支援事業      利用者 3名 利用量532.3時間 事業費:759,300円 

     自動車運転免許取得・改造助成事業  1件        事業費:100,000円 

     社会参加促進事業（ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ交流会） 1回開催      事業費: 13,216円 

 

  ⑧地域活動支援センター等通所費補助金  
   ・在宅の障害者が町外の地域活動支援センター等に通所するために必要な交通費を補

助するもの。 

     対象者 4 名 事業費：150,335 円 

 
  ⑨障害者グループホーム用地取得  
   ・社会福祉法人木曽社会福祉事業協会が設置する障害者グループホーム用地を、町が  

先行取得した。読書住吉地区 912.92 ㎡ 取得費 11,000 千円  
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（４）母子（父子）福祉関係 

①母子家庭の状況

死別 離婚 その他 計 

平成20年度  3人 32人  1人 36人 

平成21年度  2人 38人  1人 41人 

平成22年度  3人 33人  2人 38人 

平成23年度  4人 32人  3人 39人 

平成24年度  4人 33人  2人 39人 

平成25年度  3人 33人  2人 38人 

平成26年度  3人 35人  3人 41人 

②父子家庭の状況

死別 離婚 計 

平成18年度  2人  8人 10人 

平成21年度  2人  9人 11人 

平成24年度  2人  7人  9人 

父子家庭調査は３年に1度の調査となったため、次回は平成27年度に実施予定 

③県事業関係

・児童扶養手当 受給者 28名（全部支給7名 一部支給21名）（平成27年3月現在） 

全部支給額41,020円/月 

一部支給額 9,680円/月～41,010円/月（所得により算定するため、個々に差あり） 
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（５）児童福祉 

①保育所関係 

   ○入所児童数（平成27年3月31日現在）                    （単位：人） 

入所者数 読書保育園 蘭保育園 田立保育園 合 計 

定  員 90 30 30 150 

入所人員 

未
満
児 

3 

歳 

4 

歳 

5 

歳 

未
満
児 

3 

歳 

4 

歳 

5 

歳 

未
満
児 

3 

歳 

4 

歳 

5 

歳 

 

7 20 33 17 3 3 3 3 7 9 4 9  

計 77 12 29 118 

 

   ○運営費                                  (単位:円) 

項      目 決  算  額 比 率 

歳 入 

保  育  料 ２９，０１１，１２０  12.9％  

国・県補助金  １６，２６２，８８０  7.2％  

町  負  担 １３２，５２６，１５５  59.1％  

基 金 繰 入 金 ４５，０００，０００  20.1％  

諸  収  入 １，５０２，５１０  0.7％  

歳 入 合 計 ２２４，３０２，６６５  100.0％  

歳 出 

保 育 運 営 費  １２７，９２９，５９４  57.0％  

（内人件費相当分） (１０３，００２，３５１) (80.5％) 

施 設 管 理 費  ２，３００，７５６  1.0％  

基 金 積 立 金  １０，０００，０００  4.5％  

建 設 改 良 費  ８４，０７２，３１５  37.5％  

歳 出 合 計 ２２４，３０２，６６５  100.0％  

※国・県補助金に電源立地地域対策交付金  14,717,000円を含む。 

※国・県補助金にがんばる地域交付金     1,506,000円を含む。 

※保育運営費に南木曽町すこやか子育て支援事業費補助金  4,955,800円を含む。 

 

   ○保育料徴収状況                             (単位:円) 

年度 内 容 調定額 収入済額 滞納額 徴収率 

現年 
保 育 料 28,496,920 28,367,320 129,600 99.5％ 

延長保育料 507,900 507,900 0 100.0％ 

過年 
保 育 料 783,090 129,200 653,890 16.5％ 

延長保育料 111,600 6,700 104,900 6.0％ 

計 29,899,510 29,011,120 888,390 97.0％ 

 

   ○保育所広域入所実施状況 

    ・中津川市へ広域入所 １名（12ヶ月） 委託料 ５３３，９４０円（歳出） 

    ・長野市へ広域入所  １名（３ヶ月） 委託料  ９２，８５０円（歳出） 
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   ○通園バス・タクシー運行状況 

    ＜読書保育園＞ 

      与川・上の原線（登園）南木曽観光タクシー 

             （降園）おんたけ交通 

      北部線    （登園）おんたけ交通 

             （降園）南木曽観光タクシー 

      妻籠・読書線 （登園）南木曽観光タクシー 

             （降園）南木曽観光タクシー 

    ＜蘭保育園＞ 

      蘭・広瀬線  （登園）南木曽観光タクシー 

             （降園）南木曽観光タクシー 

    ＜田立保育園＞ 

      田立線    （登園）南木曽観光タクシー 

             （降園）南木曽観光タクシー 

    ・通園タクシー委託料（福祉係契約分）  ２，６５０，０００円 

      与川・上の原線（登園）、田立線は、福祉係で契約。 

      福祉係契約以外は、新交通システムで契約。 

 

   ○年長児園外行事については、園・保護者会共催（園は職員を派遣）で実施 

 

   ○土曜日･長期休園時希望保育登園実人員状況 単位：人（ ）は25年度 

保育園名 土曜日 春季 夏季 冬季 

読書保育園  0( 3) 20(26) 51(48) 17(15) 

蘭 保 育 園  0( 0)  9( 5)  8(11)  2( 0) 

田立保育園  2( 3) 12(14) 12(14)  5( 5) 

計  2( 6) 41(45) 71(73) 24(20) 

 

   ○延長保育実施状況         単位：人（ ）は25年度 

保育園名 利用者実人数 利用者延回数 

読書保育園 42(46) 2,982(2,565) 

蘭 保 育 園  7( 2)   53(   10) 

田立保育園 15(14) 2,044(1,591) 

計 64(62) 5,079(4,166) 

 

    ・延長保育への対応 

      平日 早朝保育 午前７時３０分～午前８時３０分（読書・蘭） 

              午前７時００分～午前８時３０分（田立） 

         延長保育 午後５時００分～午後６時００分（読書・蘭） 

              午後５時００分～午後６時３０分（田立） 

      土曜 延長保育 保育終了時から１２時４５分まで全園で実施 

      延長保育料１回当たり 町徴収基準 １００円 

 

   ○保育所審議会の開催状況 

    平成27年1月28日 

      子ども・子育て支援新制度が平成27年度から開始されることに伴い、国の保育認定等を受

けた子どもに対する利用者負担基準が定められたため、町の保育料徴収基準額及び保育時

間等の基準を改正する必要があるため諮問をし、町から提案した内容で答申を受けた。 
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   ○南木曽町子ども子育て会議委員会の開催状況 

    平成26年11月14日 ・子ども子育て支援新制度について 

             ・南木曽町子ども子育て支援事業計画について 

             ・町の保育施設等の基準、地域型保育事業の運営等の基準案について 
 

   ○保育園保護者代表者会議 

    平成26年5月7日  ・平成26年度保育所運営体制について 

 

   ○保育園入園説明会 

    平成26年12月3日 南木曽会館 

 

   ○南木曽町すこやか子育て支援事業費補助金  

    ・子育て支援として、幼児の保育園就園に伴う保護者の経済的負担の軽減を目的とした「南木

曽町すこやか子育て支援事業費補助金」を交付した。 

    ・対象者は、南木曽町に住所を有する年少児から年長児までの者を扶養しており、当該保育料

を南木曽町へ納付している幼児の保護者。 

     ※補助金額：保護者が納付した保育料月額の約２０％相当額 

     ・第１回 支給対象者数 １０４名 支払額 １，６６０，１００円 

     ・第２回 支給対象者数 １０２名 支払額 １，６５６，３００円 

     ・第３回 支給対象者数 １０１名 支払額 １，６３９，４００円 

                     支払額計 ４，９５５，８００円 (H25 5,111,200円) 

 

   ○保育園耐震改修等について 

    ・平成26年度南木曽町立田立保育園改修等工事監理業務 

     田立保育園の耐震改修等工事の監理業務を委託した。 

     履行期間：平成26年4月28日から平成26年12月5日  完了日 平成26年11月7日 

     委託業者：（株）鈴木建築設計事務所  委託料：３，８８８，０００円 

 

    ・平成26年度南木曽町立田立保育園耐震改修等工事 

     平成24年度に実施した耐震精密診断の結果に基づき、施設の耐震工事及び改修工事を行っ

た。 

     工  期：平成26年6月5日から平成26年12月5日  竣工日 平成26年10月30日 

     施工業者：(株)麦島建設長野営業所  工事費：７７，９００，４００円 

 

    ・平成26年度田立保育園イントラ施設改修工事 

     田立保育園耐震改修等工事に併せて、イントラ施設の改修工事を行った。 

     工  期：平成26年5月26日から平成26年12月5日  竣工日 平成26年9月30日 

     施工業者：ＮＥＣネッツエスアイ(株)長野営業所  工事費：３２４，０００円 

 

    ・南木曽町立蘭保育園移転計画検討業務 

     蘭保育園の移転計画（蘭保育園の取壊し概算費用、蘭社会教育施設の改修概算費用の算出）

の業務を委託した。また、蘭保育園保護者会との意見交換の場を設けて、事業を進めた。 

     履行期間：平成26年5月29日から平成26年9月30日 完了日 平成26年9月30日 

     委託業者：(株)伊藤建築設計事務所  委託料：４３２，０００円 

      

   ○緊急災害時降園訓練について 

    ・平成２３年３月に起きた東日本大震災の教訓もあり、南木曽町の保育園においても災害時に

確実に園児を保護者の方に引き渡すことが出来るようメール配信システムを活用し、受渡訓

練を平成２４年度から実施してきましたが、平成２６年度は７．９豪雨災害があったため、

受渡訓練は実施しなかった。 
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   ○給食用食材の放射能性物質検査 

    ・町では、東日本大震災による原子力発電所事故に伴う放射能漏れに対し、給食食材への影響

を不安に思う保護者の要望に答えるため、平成24年度から長野県の協力を得て、放射性物質

検査を実施した。 
     検査方法  NaI（TI）シンチレーションスペクトロメータによるスクリーニング検査 
     検査場所  長野県中信教育事務所 
     検査対象  町内保育所 
     検査結果 

検査日 給食施設名 検査食材 生産地 

検査結果（Bq/㎏） 

検査場所 放射性セシウム 

134 137 

H26. 4.22 読書保育園 にんじん 徳島県 不検出 中信教育事務所 

H26. 5.22 田立保育園 じゃがいも 長崎県 不検出 中信教育事務所 

H26. 6.20 蘭 保 育 園 にんじん 岐阜県 不検出 中信教育事務所 

H26. 9.12 読書保育園 キャベツ 長野県 不検出 中信教育事務所 

H26.10. 8 田立保育園 白菜 長野県 不検出 中信教育事務所 

H26.11. 5 読書保育園 キャベツ 愛知県 不検出 中信教育事務所 

H26.12. 3 蘭 保 育 園 ほうれん草 愛知県 不検出 中信教育事務所 

H27. 1.16 田立保育園 大根 長野県 不検出 中信教育事務所 

H27. 2.25 蘭 保 育 園 白菜 愛知県 不検出 中信教育事務所 

H27. 3.17 読書保育園 じゃがいも 北海道 不検出 中信教育事務所 

   ○スクリーニング検査の結果、放射性物質の検出が疑われた場合は、長野県環境保全研究所にお

いて再検査を実施 

   ○「不検出」とは、放射性物質が存在しない、または測定下限値未満であることを表し、この検

査の測定下限値は12.5Bq/㎏ 

   ○「再検査」とは、長野県環境保全研究所において再検査を実施していることを表す。 

   ※平成24年4月1日から施行されている「一般食品」に係る放射性セシウムの基準値は、100Bq/Kg 

 

②児童手当支給状況（平成26年2月～平成27年1月分） 

区   分 受給者数(人) 延児童数(人) 支払額（円） 

0～3歳未満 
被用者 53 795 11,925,000 

非被用者 11 136 2,040,000 

3歳以上 

小学校修了前 

被用者（第2子まで） 
245 

2,312 23,120,000 

被用者（第3子～） 464 6,960,000 

非被用者（第2子まで） 
38 

393 3,930,000 

非被用者（第3子～） 74 1,110,000 

中学生 
被用者 60 731 7,310,000 

非被用者 14 163 1,630,000 

特例給付 2 36 180,000 

計 428 5,104 58,205,000 

支払額の負担内訳（円） 国  40,658,332   県  8,773,332 町  8,773,336 

※ 特例給付：平成24年6月より所得制限等が設けられ、児童を養育している方（受給者）の所得

が限度額を超えた場合、児童1人あたり月額一律5,000円の支給となった。 

・支給額 

0～3歳未満（一律）：15,000円 

3～小学校修了前  ：10,000円（第3子以降は15,000円） 

中学生（一律）   ：10,000円 

特例給付（一律） ： 5,000円 
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 ③子育て支援事業 

   ○おやこのひろば  
   就園前の子どもとその保護者が参加するあそびの場の提供、子育て相談の対応等 
   総事業費 4,014,151円（うち国庫補助金1,322,000円 県補助金1,322,000円） 
    親子が気軽に集い、子育ての情報交換・交流・相談・こどものあそび等ができる場所作り 
    保護者サークルに対する協力・支援 
   ・開設場所：南木曽会館日本間・ホール  田立社会教育施設の一室(出張ひろば) 
   ・スタッフ：5名 ※職員1名、臨時職員1名、パート3名で交代（開催日には2名以上体制） 
   ・開催回数：238回  参加延人数：2,661人 

※3/27 放課後子ども教室との交流  
 
   ○保育園開放 
    保護者：年齢に応じた関わり方、遊び等を知る。 
         保育園舎・園庭を開放し、親子で遊ぶ・他の園児と遊ぶ。 
    子ども：生活を拡げる。普段経験できない“集団”を身近に感じる。 
    職 員：参加親子へのあそびの誘い、日頃の悩み等の相談に応じる。 

・開催回数：40回  参加延人数：550人 
 

 ○子育て講座の開催 
   ・絵本と子育て  
    「絵本に親しみ、絵本を通して子育てを楽しむために」 
     読み聞かせ・講師を招き子育て講演会を開催 
     講師：こどものとも社外講師・保育士読み聞かせサークル 

6/5 参加者 40 名     9/18 参加者 24 名  
12/8 参加者 59 名     3/30 参加者 22 名   

 
   ・子育て講演会 講師：言語聴覚士 「乳幼児の言葉の成り立ち」 10/29 23 名 

・救急法   講師：木曽消防署南分署  6/9 参加者：15 名 
・音楽に触れる 講師：打楽器演奏者  3/27 参加者：24 名（異年齢交流を含む） 

 
   ・年齢別講座  「年齢別の交流と子育て講座」 
     0 歳児：ベビーマッサージ 講師：助産師 

（5/27 17 名・9/3 13 名・12/2 8 名・3/10 4 名） 
     1 歳児：ふれ合い遊びと子育て講座 講師：保育士読み聞かせサークル 11/10 55 名 
     2 歳児：おもちゃつくり 講師：おもちゃコンサルタント  10/2 24 名 
 
   ・運動遊び 講師：トレーニング指導士 開催回数：12 回 参加延人数：339 人 

 「子どもの脳力を育てる運動遊び」を親子で行う。 
 
   ・リズム遊び 講師：おやこのひろばスタッフ 開催回数：6 回 参加延人数：150 人 
    親子でリトミックあそび（リズムに合わせて動く・表現する）を行う。 
     
   ・キッズエアロ 講師：エアロビクスインストラクター 開催回数：12 回 参加延人数：293 人 
    親子でエアロビクス(音楽やリズムに合わせて身体を動かす)を行う。 
 
   ○一時預かり事業（利用料：500 円×92H＝46,000 円） 延べ人数 17 名 
    1 歳から 3 歳までの未就園児を対象に南木曽会館のおやこのひろばで預かる事業 
    ※託児スタッフは、おやこのひろばスタッフで対応 
    利用理由：通院・求職・保育園行事等 ※里帰り出産での兄弟の預かりも実施 
    託児スタッフはマンツーマンでの対応が必要となる。 
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○療育・発達等相談

巡回療育相談 開催回数：12 回 対象児数：25 人

  ※障害者総合支援センター「ともに」による県事業

参加者：言語聴覚士・作業療法士・療育コーディネーター・保健師・保護者等

内 容：言語・集団行動・発達・理解力等について

対象児：未就園児・保育園児

5 歳児相談 年 4 回 対象者：保育園年中児(H26 年度 43 人中 42 人が利用) 
保護者の不安軽減とスムーズな就学支援を図る

スタッフ：臨床心理士・言語聴覚士・理学療法士・読み聞かせ講師・歯科衛生士

保健師・管理栄養士・保育園職員

○理学療法士による保育園巡回指導・職員研修

開催回数：13回 （読書5回、蘭4回、田立4回）

各園を巡回し、園児のリズム遊びを通して成長・発達面から助言・指導

園児全体の発達及び個別の相談にも対応（保護者参加あり）

職員研修：保育園・おやこのひろばスタッフ 7/20「こどもの生活と身体の発達の関係」

○個別訪問

健診後の要フォロー・要支援家庭へ保健師と共に訪問

「おやこのひろば」の月便り配布、事業の紹介

○乳児健診・幼児健診に参加

家庭と幼児の状況把握・相談受付等

・乳児健診：毎月（12 回） ・幼児健診：隔月（年 6 回） 

○育ちの会ぱれっと（障害児を育てる親の会：会員 14 名）

定例会に参加（不定期開催）土曜日 18：30～20：30 役場にて

話し合い内容：現状・課題・悩み等

開催回数：4 回 参加延人数：27 人

  ＊開催については、参加者が次期開催日を検討し日程を決める。

○南木曽町育児ミニ・ファミリー・サポート事業

・子育て中の住民が、安心して子どもを育てることができる環境づくりと、仕事と育児の両立、

また、児童福祉の向上を図るために実施

・提供会員（サポーター）17 名 ・依頼会員 10 名

利用延件数…12 件（小学校長期休みにこども教室の送りの利用） 

○南木曽町こどもサポート協議会

・児童福祉法第25条の2に規定する要保護児童対策地域協議会として設置

  代表者会議：開催回数 1 回  7 月 1 日 参加者：26 名 
内容：児童の状況（H25 年度・H26 年度）、巡回療育事業について、子ども関係の家庭に

よる高齢者虐待状況について 他

母子保健連絡会：開催回数 4 回 延べ件数：230 件 
 内容：こどもサポート協議会の実務者会議

  こどもの現状・課題・今後の方向等の情報共有
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  個別ケース会議 

所属 開催回数 対象実人数 延人数

保育園 15 回 6 人 15 人 
その他 1 回 1 人 1 人 
小学校 4 回 4 人 4 人 
中学校 1 回 1 人 1 人 
養護学校 8 回 5 人 8 人 
高等学校 2 回 1 人 2 人 

計 31 回 18 人 31 人 
参考【Ｈ25 計】 26 回 17 人 28 人 

○ブックスタート

乳児と保護者が絵本を通して、豊かな時間を共有し絵本に親しんでもらう為、読み聞かせを行

い贈呈する。(5冊中1冊を対象者が選択)
・対象：8カ月児

・場所：南木曽会館・自宅

・スタッフ：おやこのひろばスタッフ・読み聞かせボランティア

・開催回数：15回、参加延人数：29名

⑤児童遊具事業

・保守点検  町内児童遊園１１箇所、保育所３箇所の保守点検を実施 

  保守点検委託業者：(有)日本幼年教育研究社  委託料：108,756円 

⑥ながの子育て家庭優待パスポート事業

 「ながの子ども・子育て応援県民会議」が市町村と連携・協働して、企業・店舗の皆様の協賛

を得ながら、地域全体で「子どもと子育て家庭」を応援する事業。 

内容は、１８歳未満の子ども（１８歳に達する年度の３月末まで）を１人以上育てている世帯

に、県内の協賛店が設定した割引などのサービスが受けられるパスポートカードを発行するも

の。 

   ・当初発行世帯 366世帯（対象児数：661名）随時発行 

（６）戦没者遺族援護 

   ・南木曽町遺族会活動援助 

  会員数：116名 （平成27年4月1日現在 総会資料による） 

  ※補助額：25,000円（前掲） 
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（７）福祉医療給付状況

事  業  区  分 内  訳 ２５年度 ２６年度 

①乳幼児児童医療費給付状況

給 付 対 象 者 数       E 585 人  567人 

A給 付 件 数       E 6,019 件  5,501件 

A給 付 額       E 8,769,130 円  9,122,290円  

１件当り給付額 1,456 円  1,658円  

(県補助金基本額) 3,431,660 円  3,386,830円  

県補助金額 1/2 1,715,000 円  1,693,000円  

（うち町単分） 

※小学1年生から18歳に達する 

年度末まで 

 小１～３年は入院分のみ 

A給 付 対 象 者 数       E 340 人  300人 

A給 付 件 数       E 2,944 件  2,793件 

A給 付 額       E 4,788,340 円  5,243,760円  

１件当り給付額 1,626 円  1,877円  

②重度心身障害者医療給付状況

A給 付 対 象 者 数       E 231 人  225人 

A給 付 件 数       E 4,711 件  3,908件  

A給 付 額       E
15,816,303 円  14,529,986円 

１件当り給付額 3,365 円  3,206円  

(県補助金基本額) 13,353,180 円  11,982,277円 

県補助金額 1/2 6,676,000 円  5,991,000円 

（うち町単分） 

※国民年金法施行令別表該当者 

A給 付 対 象 者 数       E 22 人  18人 

A給 付 件 数       E 309 件  268件  

A給 付 額       E
1,772,205 円  1,863,195円 

１件当り給付額 5,735 円  6,952円  

③母子家庭等医療費給付状況

給 付 対 象 者 数       E 母 23 人・子 42 人  母31人・子47人 

A給 付 件 数       E 557 件  543件  

A給 付 額       E 1,198,300 円  1,036,400円 

１件当り給付額 2,151 円  1,908円 

(県補助金基本額) 1,092,480 円  930,365円 

県補助金額 1/2 546,000 円  465,000円 

④父子家庭等医療費給付状況

給 付 対 象 者 数       E 父 2 人・子  5 人  父3人・子 5人 

A給 付 件 数       E 101 件  79件 

A給 付 額       E 145,430 円  121,160円  

１件当り給付額 1,440 円  1,533円 

(県補助金基本額) 126,090 円  106,010円 

県補助金額 1/2 63,000 円  53,000円 

合  計 

A給 付 対 象 者 数       E 920 人  878人 

A給 付 件 数       E 11,388 件  10,031件  

A給 付 額       E 25,960,678 円  24,809,836円 

１件当り給付額 2,280 円  2,473円  

(県補助金基本額) 18,003,410 円  16,405,467円 

県補助金額 1/2 9,000,000 円  8,202,000円 

注）・給付対象者数は各年度末現在の人数

  ・県補助金交付対象は、自己負担金１レセプト500円で算出。町は300円で給付。 
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３．介護保険事業 

 

木曽郡内の介護保険事業は、木曽広域連合を保険者として運営しており、今年度は平成２４年

度から２６年度までの第５期介護保険事業計画の最終年度である。そのため、平成２４年４月の

介護保険法の一部改正による給付状況を見据え、地域包括支援センターにおいて要支援者を対象

とした介護予防ケアプランの作成や介護保険が対象とならない方に介護予防事業の充実を図っ

た。 

昨年度に引き続き、利用者に対する適切な介護サービスの確保と不適切な給付の削減等のため、

保険者による適正化事業が実施された。 
地域支援事業の要綱の改正に伴い、介護予防日常生活支援総合事業を実施した。 
町では、全高齢者対象に実態調査を実施し、チェックリスト該当者等の個別訪問を実施し介護

予防事業等の利用を勧めた。また、住民との協働による介護予防事業を推進するため、社会福祉

協議会と連携して介護予防サポーターを養成し、地域ごとのサロン事業の拡充を図ったほか、関

係機関（町・公民館・社会福祉協議会）とのプロジェクトチームを継続し、介護予防施策の検討

を行った。 

平成２５年度に２０歳以上の方を対象に実施した生活実態調査の結果を参考に、地域支え合い

有償ボランティアの担い手研修会を開催し、地域支えあい担い手組織の立ち上げに着手した。そ

の結果２０名の担い手が組織化された。 

介護保険事業計画の中に位置づけられている地域包括ケア体制の構築では、町内外の介護保険

事業所や居宅支援事業所、医療機関等との定期的な会議や検討会などを開催し連携を図った。 

  

（１）一般事項                       （平成25年度数値） 

  ①介護保険負担金精算関係                

   ○給付費負担金     ７８，６２９，０００円  （７４，５３０，０００円） 

   ○認定事務負担金       ９７１，０００円  （ １，０７３，０００円） 

   ○地域支援事業負担金   ３，１１８，０００円  （ ３，０３１，０００円） 

    ※広域連合での清算により平成２７年度に返還金が生じる予定 

  ②訪問介護利用者負担助成事業（介護保険事業円滑推進基金繰入） 

   ○２４時間訪問介護利用者負担減免措置事業（町単独事業） 

    ・事業内容 ２４時間訪問介護に係る加算分の利用者負担額を助成 

    ・対象者  ２４時間訪問介護利用者 

    ・事業実績 申請者       １人  （０人） 

          事業費   ８，７６７円  （０円） 

  ③高齢者緊急対応事業（町単独事業）（介護保険事業円滑推進基金繰入） 

    ・事業内容 不測の事態が生じたため、介護保険サービスを利用する必要があるが、 

          支給限度額不足等によりこれができない場合、同様のサービスを要介護者等

に提供する。 

    ・事業実績 申請者       １人  （０人） 

          事業費  １２，２４９円  （０円） 

 

（２）地域包括支援センター  

住民課福祉係内：保健師・主任ケアマネ・臨時保健師・事務職の４名体制 

   ○地域住民からの総合的な介護や福祉に関する相談 

   ○介護予防日常生活支援総合事業の実施(一次予防事業・二次予防事業) 

   ○包括的支援事業の実施（介護予防ケアプランの作成・任意事業） 

   ○高齢者虐待の防止と権利擁護事業 

   ○地域包括ケア体制構築、ケアマネージャー支援など包括的に事業を行った。 
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（３）介護予防・日常生活支援総合事業（地域支援事業交付金対象事業） 

①二次予防事業  （平成25年度数値） 

○二次予防事業対象者把握事業   事業費 ５５１千円  （８２６千円） 

介護予防が必要である高齢者を選定する事業で、全高齢者対象に基本チェックリスト等配

布し回収。該当者に地域包括支援センター職員（非常勤職員含む）による個別訪問を実施

し介護予防事業等の利用を勧めた。 

二次予防事業通所型事業参加者には町内・町外医療機関との委託契約により、必要者に生

活機能評価または、診療情報提供書による治療状況の把握等行い事業を実施した。 

   ・実施結果  （平成25年度数値） 

 基本チェックリスト配布数： １，８９６人   （１，７７３人） 

個別訪問確認者数    ：   ５９６人   （  ４８３人） 

二次予防事業対象者   ：   ２４１人   （  ２４１人） 

生活機能評価実施者   ：   ４人   （    ３人） 

診療情報提供    ：    ４０人   （  １１７人） 

○二次予防事業通所型事業

・パワーアップ教室  事業費 ５，６１０千円  （６，３１３千円） 

  利用料   ９００千円    （８７１千円） 

 身体的機能（日常生活動作）の維持、向上を主な目的として運動機能訓練、口腔機能

訓練、栄養指導を健康運動指導士・管理栄養士・歯科衛生士・保健師・看護師等が行っ

た。併せて、閉じこもり予防やうつ予防等を図っている。 

 参加者の送迎をNPOや民間事業者に委託して実施した。 

個別評価を広域連合共通個別評価シートに基づき実施し、スタッフ会議において実施

内容の見直しを行った。 

 ・開催及び参加状況 

           

※参加者の年齢構成  

   65歳～69歳 2人  70歳～79歳 52人 80歳～89歳 132人 90歳以上 14人 

  （65歳～69歳 3人 70歳～79歳 74人 80歳～89歳 113人 90歳以上 15人） 

 ・事業参加者の事後評価  

   運動機能評価   

立ち居振舞い動作 改善 41%(55%)、維持 2% ( 0%)、悪化 57%(45%) 

バランス機能   改善 59%(33%)、維持 7% ( 5%)、悪化 34%(61%) 

最大歩行速度   改善 50%(42%)、維持 3% ( 8%)、悪化 47%(50%) 

   口腔機能評価 

評価項目：嚥下・発音・衛生状態 

口腔機能   改善 25%(25%)、 維持  55%(44%)、悪化 20%(31%) 

栄養指導評価   改善 １ %( 3%)、維持 99%(89%)、悪化 0 %( 8%) 

ＢＭＩ要注意者  18.4以下 3 %( 0%)、25～29 32%(33%)、30以上 4 %( 6%) 

開催場所 対象地区 実参加者 (25年度） 開催回数 

北部分館 与川・北部 ２５人 （２６） 

各会場年２４回開催 

※月２回 

三留野分館 三留野 ４６人 （５６） 

蘭分館 蘭・広瀬 ３７人 （３４） 

南木曽会館 
東南栄町 

神戸・妻籠 
４７人 （４６） 

田立分館 田立 ４５人 （４３） 

合計 ２００人 （２０５） １２０回（延べ3,001人） 
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         低栄養者には毎日給食サービスを導入している 

          ・栄養指導後野菜から食べる食習慣になった人 ７８％ 

       ・家庭血圧測定者  ６０％ 

   総合評価 継続参加者   １７６人（１８８人） ８８．０％（９１．７％） 

介護保険移行者  １９人（ １７人）  ９．５％（ ８．２％） 

 

   ○生活管理短期宿泊事業          事業費  ０円  （１１５千円） 

利用者  ０人  （１人） 

  木曽寮へ委託し一定期間の宿泊により生活習慣等の改善指導を実施（虐待緊急対応とし

て実施）   

 

   ○訪問型介護予防事業 

    ・訪問指導          事業費  ２７９千円  （６０４千円） 

      「閉じこもり」や「うつ傾向」などの理由により通所型事業（パワーアップ教室等）

に参加できない方を対象に、保健師・看護師が定期的に訪問し、健康管理も含め本人の

状況把握に努めた。 

      利用者： ４１人（３６人）  延べ訪問回数：４２９回 （３７４回）  

    ・毎日給食（二次予防事業対象者）サービス   事業費 ４２２千円（１６７千円） 

 利用者 １３人（１２人） 延べ９９０人 （延べ７２１人）  

 南木曽町社会福祉協議会へ委託し安否確認含めた食事支援を実施した。 

 

  ②一次予防事業 

    ６５歳以上の高齢者（二次予防事業対象者や要介護認定者を含む）が自由に参加できる介

護予防事業として実施した事業 

 

   ○介護予防普及啓発事業         事業費 ４２９千円  （４７３千円） 

    ・水中ウォーキング教室 

      南木曽町総合型地域スポーツクラブとの連携で中津川市川上のプールを使用させてい

ただき、介護予防の視点から住民に周知し参加者を募った。自主グループとして活動

している。 

      参加実人数 ： １８人（３５人）  延べ４７９人（１０３人） 

    ・体力測定事業 

      公民館との共催により町内７分館単位で夜間開催も含め実施した。測定結果に基づき

講師による事後指導を各会場で実施した。 

      対象者   ： ６０歳以上 

      参加実人数 ： ７６人 （１２０人） 延べ１４１人 （２４０人） 

    ・いきいき料理教室 

      食生活改善推進協議会の協力により栄養士を雇いあげ各公民館単位で開催した。 

      実施回数 ：  １８回 （ １６回） 

      参加延べ人数：２１５人 （１９６人） 

・いきいきサロン事業 

介護予防サポーター企画による地区ごとのサロン（閉じこもり予防事業として支援） 

 サロン開催場所数 ３４か所 （３４か所） 

  農業体験と世代間交流を主とする青空サロン ２か所 （３か所）   

    ・老人クラブ等各種団体対象の講話 

      保健師による健康講話 

      実施回数：５回  （６回） 
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 参加延べ人数：２１３人 （２５０人） 

・こころの相談室      自殺予防対策補助事業で実施 

 介護予防に資するため、認知症やアルコール関係・ひきこもり等の問題も含め精神科

医師による個別相談会を開催した。 

 年：４回開催 相談者実人数 １６人  （１０人） 

 担当医師：松本市精神科医師  ４回 

   相談内容  ・精神疾患関係  ３件（１件） ・認知症関係  ５件（５件） 

  ・ひきこもり関係 ０件（１件） ・うつ症状関係 ４件（０件） 

○地域介護予防活動支援事業   事業費：３５７千円（３９９千円） 

・介護予防サポーター育成・サロン交流会

  介護予防サポーター育成事業は今年度から社協が主体となり実施した。町は交流会支 

援として社協主催の交流会への協力を行った。今年度は認知症サポーター養成講座を 

実施した。 

  開催回数：  １回（１回） 

 参加者 ：１７９人（１０５人） 

・地域支えあい担い手研修会・・・平成２６年度新規事業 

   社協との共催により支え合いの担い手の養成研修会を全７回コースで開催した。 

   開催回数 ：   ７回 

   参加実人数：  ２２人  延べ１４０人 

   先進地視察研修： １回 （長野市中条地区） 

   参加者数 ：  １９人 

③木曽広域連合施策評価事業

 木曽郡内すべての地域包括支援センターが対象の事業で、木曽広域連合が事業主体となり、

介護予防事業内容と介護給付についてデータを基に分析・評価を受けた。 

（４）包括的支援事業及び任意事業（地域支援事業交付金対象事業） （   ）：２５年度 

①包括的支援事業   事業費 １８，６１９千円 （１４，５７４千円） 

○地域包括支援センター人件費

保健師１・主任ケアマネ１・臨時保健師１・事務職１・臨時職員（看護師等）

（保健師１・主任ケアマネ１・事務職１・臨時看護師等）

○地域包括支援センター総合相談件数 ２，６４０件 （２，９３０件）

○指定介護予防支援事業

郡内の居宅介護支援事業所に委託を行った。（平成26年３月現在の委託事業所 4事業所）

利用者の自立に向けた明確な目標を設定しケアプランを作成した。

・平成２６年度 介護予防ケアプラン作成実績

※地域包括支援センター分 

介護度 
地域包括支援センター分 委託分 

実対象者 ﾌﾟﾗﾝ件数（延べ） 実対象者 ﾌﾟﾗﾝ件数（延べ） 

要支援１ ５（2） ８（4） １（0） ２（0） 

要支援２ １８（10） １４０（79） ３（8） ２０（42） 

合計 ２３（12） １４８（83） ４（8） ２２（42） 
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上記他 介護予防日常生活支援総合事業分 実利用者 ５人 （４人）

 ・介護予防支援介護給付費  ※国保連合会からの収入 センター分・委託分を含む 

 延べ件数   １７０件 （１２５件） 

事業費   ７３５，３８０円 （５４８，３６０円） 

※介護予防日常生活支援総合事業は収入なし 

 ・介護予防支援委託料    ※委託先への委託料支払 

 延べ件数    ２２件 （４２件） 

 委託料    ９７，０８０円 （１９２，１６０円） 

○地域包括ケア体制の整備

・地域包括ケア会議（介護保険事業者等連絡会） 開催回数 １回 （１回）

 保険者である木曽広域連合・町内外の医療・介護にかかわる事業者等との連絡会を開

催し介護を取り巻く諸問題について意見交換や情報交換を行った。 

 ・地域ケア会議       開催回数 １２回 （１２回） 

 毎月１回町内外の介護サービス事業所との情報交換を含めたサービス調整会議を行っ

た。介護を取り巻く諸問題や地域の課題についても情報交換を行った。 

 ・ケアマネージャー会議   開催回数  ６回 （ ７回） 

 ケアマネージャーの資質向上を図る観点から、必要に応じて事例検討、制度や各事業

要綱の説明、施策などに関する情報交換を行った。 

 ・サービス担当者会議    開催・参加回数 １５３回 （１１５回） 

 新規のプラン作成、変更などのサービス内容の調整等、必要時に開催した。 

 また、困難ケース・初回認定者など他事業所のサービス担当者会議へ参加した。 

 ・あすなろ荘との調整会議    ４回 （４回） 

○権利擁護事業

・成年後見人関係

 町長による申し立て件数  ０件 （０件） 

 司法書士等専門機関相談  ２件 （４件）述べ相談件数１３件 

 ・高齢者虐待関係 

  相談件数及び内容  （平成25年度数値） 

  相談者のうち、「その他」とは介護保険事業者・民生委員やケアマネージャー等をいう。 

  虐待確認状況     （平成25年度数値） 

虐待と確認したものについては、関係者による対応会議を開催し、導入している介護保

険サービスの内容を変更・緊急対応事業等利用等により対応している。 

  認知症高齢者への虐待が増加している。 

相談者 相談件数 
内訳 

身体的 放棄 心理的 性的 経済的 

本人 １（２） ０（１） １（１） 

親族 ０（０） 

その他 ３（３） １（１） ２（２） 

計 ４（５） １（２） ２（２） １（１） 

相談件数 虐待 虐待ではない 調査中（次年度へ継続） 内対応終了 

４（５） ３（４） １（１） ０（０） １（１） 
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   ○任意事業  

    ・家族介護者交流事業（社協委託事業）    委託料:６９千円（９２千円） 

      対象者：要介護1以上方の介護者 

参加者：３５人 （４７人） 

    ・家族介護教室（社協委託事業）       委託料： １４千円 （ ３５千円）  

      利用者宅にて介護方法について個別教室実施       ２回 （   ５回） 

    ・認知症高齢者見守り事業 （社協委託事業） 委託料：  １千円 （  ７千円） 

      やすらぎ支援員を派遣し介護者の介護負担軽減を図る。 １時間 （  ７時間） 

    ・毎日給食サービス（社協委託事業）     委託料: ６９６千円 （３８９千円） 

      要介護認定者への配食・安否確認サービス  

実利用者数  ４２人（３３人）、延べ２，８３３食 （１，５８９食） 

    ・高齢者実態調査の実施（社協委託・民生児童委員調査） 委託料:１９３千円（２０１千円） 

      独居世帯 ２４８世帯（２５９世帯）緊急連絡先・医療の状況・日常の支援など 

 

○認知症対策総合支援事業  事業費 １４７千円   （８２千円）   
    ・徘徊見守りSOSネットワーク関係 
     認知症高齢者等が住み慣れた地域で生活していけるよう平成２３年度から徘徊・見守り

SOSネットワークを構築。認知症高齢者や家族を支援するため、家族等の同意の上で関

係者にネットワークを依頼し実施した。新規見守り支援依頼者は４名（５名） 
    ・認知症サポーター養成講座 
     対象者：南木曽小学校３年生     ３０名（４４名） 
         南木曽中学校１年生     ３４名（３４名） 保護者２０名（１５名） 
         蘇南高校１年生       ５１名（５７名） 
         一般住民 サロン交流会  １７９名 
              田立老人クラブ  ５１名 
    ・講演会の開催 

 住民対象に認知症及び介護予防の正しい理解をすることを目的に講演会を開催した。 
 講演会：開催回数１回 参加者数：町内１６４人（町内１６０人 町外２０人） 
 講師 ：元木曽保健所長 渡辺庸子先生 演題は「いきいき長生きするために」 

 
（５）災害対応関係 
   要援護者の災害発生時の救助及び緊急避難対応については、木曽広域連合と連携し福祉避難

所・郡内介護保険施設へ緊急避難として受入れをお願いした。緊急避難者は消防団の協力を得

て避難を行った。 
長野県保健福祉事務所から保健師の派遣が行われたため、三留野地区被災者の個別訪問を実

施した。また、避難所で体調不良等になった方へは、医療機関・広域消防・薬局等との連携に

より緊急対応等を行った。 
緊急避難を行った介護保険施設においては、緊急的な対応であったため、施設及び職員配置

等で充分な調整ができず、また、介護保険適用要件等で福祉避難所との個人負担の差異が生じ

たため、介護保険適用分以外は町が扶助費で対応した。（なお、介護保険適用以外は、当初、災

害救助費として町の負担と考えていたが、本来は個人負担のもの） 
   災害後の要介護者対応について、臨時ケアマネ会議を開催し対応方法等を確認・協議した。 
  ○扶助費支払い分 
   ・福祉避難所 ：サンシャイン神戸の杜    受入れ ４名  ２日間 ３４，２００円 
           南木曽デイサービスセンター 受入れ ８名  ３日間２１５，０５５円 
   ・緊急避難入所：郡内介護保険施設４か所   受入れ２０名 個人負担１２８，７０１円 
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（6）実績関係
① 第１号被保険者数 （単位：人）

22年度末 23年度末 24年度末 25年度末 26年度末

669 660 681 706 724

1,092 1,078 1,085 1,081 1,059

8 7 7 7 8

6 6 7 5 6

1,761 1,738 1,766 1,787 1,783

1,224 1,213 1,219 1,227 1,226 （世帯）

② 所得段階別保険料年額 （単位：円）

所得段階 21～23年度 24～26年度

第１段階 24,960 30,480

第２段階 24,960 30,480

第３段階 37,440 45,720

第４段階 49,800 60,840

第５段階 62,280 76,080

第６段階 74,760 91,320

第７段階 106,560

※平成24年度より第7段階新規設定

③ 保険料所得段階別人数 （単位：人）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

5 6 7 6 8

250 245 265 247 224

270 265 287 284 301

650 631 605 626 623

426 449 442 448 453

160 142 132 143 141

28 33 33

1,761 1,738 1,766 1,787 1,783

④ 要介護認定者数（あすなろ荘入所者のうち他町村出身者は除く）

・第1号＝65歳以上、第2号＝40～64歳以下で特定疾病によるもの

（単位：人）

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計

10 11 68 98 79 43 35 344

1 2 1 7 1 2 4 18

9 9 67 91 78 41 31 326

0 0 0 0 1 0 0 1

10 11 68 98 80 43 35 345

（単位：人）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護3 要介護4 要介護5 合計

4 21 64 94 73 50 41 347

1 1 2 8 5 2 4 23

3 20 62 86 68 48 37 324

0 0 0 2 1 0 0 3

4 21 64 96 74 50 41 350

（単位：人）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護3 要介護4 要介護5 合計

1 20 63 88 64 53 37 326

0 1 6 4 5 2 2 20

1 19 57 84 59 51 35 306

0 0 1 1 0 0 0 2

1 20 64 89 64 53 37 328

　第２号

総　　数

区　　　分

区　　　分
（25年度末）

　第１号

　　65歳～74歳

　　75歳以上

区　　　分

　第１号

所得の状況区分

老齢年金受給者又は生活保護受給者

住民税非課税世帯で年金収入80万円以下

住民税非課税世帯で第2段階対象者以外

本人課税者で合計所得190万円以上400万円未満

本人は非課税だが世帯に課税者がいる

本人課税者で合計所得190万円未満

本人課税者で合計所得400万円以上

　　65歳～74歳

　　75歳以上

第４段階

第１段階

第３段階

計

総　　数

（24年度末）

第６段階

第５段階

　第１号

総　　数

第７段階

　　75歳以上

　第２号

　　65歳～74歳

（26年度末）

第２段階

　第２号

年齢区分

 65歳以上75歳未満

 75歳以上

（再掲）外国人

（再掲）住所地特例

合計
第１号被保険者のいる世帯

所得段階
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⑤ 在宅サービス受給者の状況（延人数） （単位：人）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護3 要介護4 要介護5 合計

44 161 694 915 554 232 158 2,758

0 0 0 2 11 6 0 19

44 161 694 917 565 238 158 2,777

⑥ 地域密着型サービス受給者の状況（延人数） （単位：人）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護3 要介護4 要介護5 合計

0 0 14 38 119 12 0 183

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 14 38 119 12 0 183

⑦ 施設介護サービス受給者の状況（延人数） （単位：人）

合計

877

0

877

⑧ 各種給付サービスの状況（高額介護サービス費、審査支払手数料は除く） （単位：件・円）

件数

8,548

2,709

665

2,096

445

23

729

1,474

297

31

30

49

185

0

185

880

641

239

0

9,613

⑨ 各種給付サービスの構成比（高額介護サービス費、審査支払手数料は除く）
件数

88.8%

28.2%

6.9%

21.8%

4.6%

0.2%

7.6%

15.3%

3.1%

0.3%

0.3%

0.5%

1.9%

0.0%

1.9%

9.2%

6.7%

2.5%

0.0%

32,854,754

0.0%

7.9%

2,718,864

46,779,006

1,631,997

915,061

2.6%

　第１号

　地域密着型サービス

区　　　分

　　介護療養型医療施設

総　　数

37.8%

0.2%

43,982,208

0

27.9%

8.4%

0.5%

0.3%

7.7%

305,434,141

前年度給付額

0.4%

10.6%

178,146,306

1,857,853

介護老人保健施設

236

638,532,419

54.2%

160,331,667

4.3%

介護療養型医療施設

　　通所介護･通所ﾘﾊﾋﾞﾘ

0

157,216,819

　　介護サービス計画

区　　分

641

57,757,659

16,878,735

5.4%

43,643,241

2,091,778

0

206,714,689

43,643,241

0

9,059,897

34,480,395

23,082,335

144,874,335

735,506

0

58,415,946

14,468,247

1,285,535

17,412,543

61,215,349

0.2%

55.0%

5.9%

26.1%

555,792,071

前年度給付額

4.2%

37.2%

7.6%

3.2%

0.4%

7.9%

10.4%

3.1%

0.3%

1.6%

0.4%

0.1%

0.3%

1.6%

0.2%

　　居宅療養管理指導

　　訪問介護（ヘルパー）

　　福祉用具購入

2.9%

28.3%

10.1%

0.0% 0.0%

145,317,159

218,747,613

914,454

20,418,580 18,376,722

2,102,877

1,016,060

48,869,120

0

0

　第２号

 認知症対応型共同生活介護

0

　第１号

　第２号

給付サービスの内容

641

　　福祉用具貸与

24,811,518

　　訪問入浴･訪問ﾘﾊﾋﾞﾘ

　第２号

介護老人福祉施設

総　　数

34,480,395

　　訪問看護

区　　　分

　　介護サービス計画

　第１号

27.7%

0.0%

　　介護療養型医療施設

　施設サービス

0.0%

10.2%

0

0.2%

25.1%

54.7%

　　訪問介護（ヘルパー）

10,054,629

243,052,920

817,231

　　短期入所

　　通所介護･通所ﾘﾊﾋﾞﾘ

費用額

161,219,113

18,754,150

27,568,354

48,869,120

7.6%

0.1%

67,881,052

1.6%

3.2%

　在宅サービス

236 0総　　数

346,610,379 315,739,729

費用額 給付額

2,336,530

25.2%

　　福祉用具購入

　　住宅改修費

43,982,208

9,049,161

6.0%

4.3%

578,469,550

　施設サービス

　　訪問看護

2,064,285
　　特定施設入所者生活介護

2.9%

給付額

　　介護老人福祉施設

　　介護老人保健施設 64,906,614

　地域密着型サービス

　　認知症対応型通所介護

　　短期入所 10.6%

　在宅サービス

　サービス合計

　　訪問入浴･訪問ﾘﾊﾋﾞﾘ

　　認知症対応型通所介護

　　福祉用具貸与

　　住宅改修費

給付サービスの内容

　　居宅療養管理指導

　　 特定施設入所者生活介護

　　認知対応型共同生活介護

　　介護老人福祉施設

　　介護老人保健施設

38.1%

7.7%
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⑩ 標準負担減額認定者 （単位：人）

その他 合計

26年度 77 127

25年度 64 112

24年度 72 134

23年度 54 109

22年度 54 102

⑪ 介護老人福祉施設の待機者の状況 （単位：人）

4

62 0

0

介護老人保健施設等

1 31

平成２５年度末 14 3

47

平成２４年度末 11

平成２２年度末 20

平成２３年度末 15

47 1

地域密着型介護老人福
祉施設入居者生活介護

052

0

0 0

0

介護療養型医療施設

3

9

医療機関に入院中

3

0

介護老人福祉施設

平成２６年度末 16

介護老人保健施設

26

20

56

50

44

49

35

39

48

49 1 0 0

総数区分

1

在宅介護

0
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４．国民年金関係 

（１）年金加入状況  

○基礎年金加入者（６６１人）の２０歳以上人口（３，８６３人）に対する割合

は、１７．１％で前年度に比べ０．７ポイント（４２人）の減少となった。

○保険料免除者（１２４人）の基礎年金１号被保険者（４１０人）に対する免除

率は、３０．２％で前年度に比べ２．９ポイントの増加となった。

１ 基礎年金     被保険者数 ６６１人（△４２人）  

１号被保険者 ４１０人（△２６人）  

３号被保険者 ２４７人（△１５人）  

任 意 加 入 者   ４人（△ １人）  

２ 付加年金加入者  被保険者数 １９人（ ±０人）  

強制加入者  ２人（ ±０人）  

任意加入者 １７人（ ±０人）  

３ 保険料免除状況  免除者数  １２４人（  ５人）  

法定免除 ４２人（ △１人）  

申請免除 ８２人（  ６人）  

免 除 率           ３０．２％（ 2.9％）  

４ 基礎年金・福祉年金事務費交付金 １，４５９，２１５円  

（前年度比２０５，８９０円増）  

（２）年金受給状況  

○国民年金受給者全体（１，８０９人）の２０歳以上人口（３，８６３人）に対

する割合は、４６．８％で前年度に比べ１．３ポイント増加、１４人の増とな

った。

国民年金受給状況

年金種別 受給者数（人） 年金額（円） 

老齢年金 １，７１１ １，１５７，７２５，３００  

障害年金 ８８ ７３，０２７，３００ 

遺族年金 １０ ８，４８３，８００ 

計 １，８０９ １，２３９，２３６，４００  

  老齢福祉年金 ０人 ０円 

（３）収納率  

平成２２年度  ７７．３％（△０．３％）  

平成２３年度  ７７．２％（△０．１％）  

平成２４年度  ７５．３％（△１．９％）  

平成２５年度  ７９．３％（ ４．０％）  

平成２６年度  ７８．０％（△１．３％）  



117 

５．保健衛生関係 

（１）感染症予防 

①小児の定期予防接種

乳幼児・児童・生徒を対象に、ヒブ、小児用肺炎球菌、ＢＣＧ、四種（百日咳・ジ

フテリア・破傷風・ポリオ）混合、不活化ポリオ、三種（百日咳・ジフテリア・破傷

風）混合、麻しん・風しん混合、二種（ジフテリア・破傷風）混合、ＨＰＶ (子宮頸

がん )、日本脳炎の予防接種を医療機関委託で実施した。また、 26年 10月からは水痘

が定期接種に加わっている。ＨＰＶは積極的接種勧奨差し控えが続いている。日本脳

炎は、対象となる３歳・４歳児のほか、積極的な勧奨の差し控えにより１期接種が不

十分であった小・中学生と２期が不十分であった高校３年生を対象に接種勧奨を行っ

た。また、その他の年齢で接種が不足していて希望する者の接種機会の確保に努めた。 

対象者へは、新生児訪問の際に接種方法等の説明をしながら予診票等を渡し、保育

園児・児童・生徒には個別通知、広報なぎそでの周知を図っている。また、未接種者

にはハガキ・電話での接種勧奨を実施している。 

予防接種委託料は6,049千円であった。 

ヒブ
初回

追 加
１回目 ２回目 ３回目

対象者（人） 22 21 24 29 

接種者（人） 19 21 24 29 

接種率（％） 86.4 100 100 100 

小児用肺炎球菌
初回

追 加
１回目 ２回目 ３回目

対象者（人） 22 21 24 28 

接種者（人） 18 21 24 28 

接種率（％） 81.8 100 100 100 

三種・四種混合
初回

追 加
二種混合

(小学6年) １回目 ２回目 ３回目

対象者（人） 23 24 30 29 32 

接種者（人） 23 24 30 29 28 

接種率（％） 100 100 100 100 87.5 

麻しん・風しん

混合

第１期

(1～2歳 ) 
第２期

(5～6歳 ) 
ＢＣＧ

対象者（人） 28 33 対象者 (人) 26 

接種者（人） 28 32 接種者 (人) 26 

接種率（％） 100 97.0 接種率 (％) 100 
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日本脳炎  
第１期  

第２期 初回  
追 加  

１回目  ２回目  
対象者（人）  31 35 44 56 

接種者（人）  29 34 43 52 

接種率（％）  93.5 97.1 97.7 92.9 

 

不活化ポリオ  
初回  

追 加  
１回目  ２回目  ３回目  

対象者（人） 0 2 4 16 

接種者（人） 0 0 2 11 

接種率（％） ― 0 50.0 68.8 

 

水痘 １回目 ２回目 

対象者（人） 83 34 

接種者（人） 71 10 

接種率（％） 85.5 29.4 

 

 

②インフルエンザ予防接種     

 【医療機関別接種者数(人)】 

町内 県内 県外 

計 
篠﨑病院 古根医院 木曽病院 その他 坂下病院 

中津川 

市民病院 その他 

597 99 2 72 355 19 25 1,169 

 

満65歳以上の者（接種日当日65歳に達している者）及び満60歳以上65歳未満で、心

臓･腎臓又は呼吸器の機能等に一定の障害を有する者を対象に、平成 26年10月20日か

ら平成 27年１月 31日までの期間で一部公費負担（1,200円助成、ただし生活保護世帯

等の方へは全額助成）によりインフルエンザ予防接種を実施した。 

   対象者数 1,831人（65歳以上者:1,824人、接種法施行令該当者:７人）  

   接種者数 1,169人（内全額公費負担６人） 

   接種率  63.8％（Ｈ25年度 65.7％）    公費負担額(委託料) 1,419千円 

 

③高齢者肺炎球菌予防接種 

  平成 26年４月から９月まで、満 65歳・ 70歳及び 75歳以上、 66歳～ 69歳・ 71歳～ 74

歳で慢性心疾患・慢性腎疾患等で医師が接種必要と認めた者を対象に、肺炎球菌任

意予防接種への一部公費（3,000円助成）を負担する高齢者肺炎球菌予防接種助成事

業を行った。56名が接種して、168千円を支出した。（後期高齢者広域連合補助165千

円） 

10月からは、高齢者肺炎球菌が定期予防接種（ B型）になったことから、65歳・ 70

歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95歳・100歳・101歳以上の方及び60歳～65歳未満で心

臓・腎臓・呼吸器等に身障1級程度の障害を有する方を対象に、一部公費負担（3,000

ＨＰＶ  １回目  ２回目  ３回目  
対象者（人） 20 ― ― 

接種者（人） 0 ― ― 

接種率（％） 0 ― ― 
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円）で予防接種を実施した。 

   対象者数 377人（65歳以上の対象者: 369人、接種法施行令該当者:８人）  

   接種者数 160人（内全額公費負担２人） 

   接種率  42.4％      公費負担額(委託料) 490千円 

 

 ④成人風疹予防接種助成 

   先天性風疹症候群の発生予防のため、妊婦及びその配偶者の風疹の任意予防接種

に対し一人1回5,000円の助成を行った。３人が接種して、15千円を支出した。 

 

⑤結核予防 

【新発生患者数（木曽保健福祉事務所調べ）】 

年度 22 23 24 25 26 

木曽郡 2 9(5) 1(3) 3(1) 3(10) 

南木曽町 

 
1 3(1) 0 1 (1) 

※平成 23年から潜在性結核患者（結核菌に感染しているけれど、発病はしていない状

態で治療が必要な者）については（  ）書きで掲載。  

【検診車による胸部レントゲン検診】 

区 分 対象者(人) 実施者(人) 実施率(％) 要精検者(人) 結核発見者(人) 

男 294 220 74.8 5 0 

女 381 289 75.9 7 0 

計 675 509 75.4 12 0 

胸部レントゲン検診は65歳以上の者を対象に検診車で町内28ヶ所を廻って実施し、

対象者の７割以上が受診した。要精密検査者は12人いたが、結核の発見はなかった。レ

ントゲン検診委託料は440千円である。 

 

（２）母子保健 

 【妊娠届け出(母子手帳発行)数】 

年度 22 23 24 25 26 

人数 24 34 32 21 14 

(内初産数) 12 11 14 6 4 

 

 【出生数】（乳幼児管理台帳より） 

年度 22 23 24 25 26 

人数 33 28 29 26 18 

 

①  健康診査 

妊婦一般健康診査は、母子保健法に基づき14回分（併せて超音波検査４回分）の妊

婦健診について、受診票または償還払いにより実人数 26人、延べ 165件の妊婦への補

助を行った。乳児一般健康診査（１ヶ月健診）の補助も受診票または償還払いにより実

施し、平成 26年３月～平成27年２月までの出生者19人中14人（73.2%）が利用した。妊

婦・乳児一般健康診査で委託料・負担金補助合計で1,428千円を支出した。 

乳児健診は、生後４ケ月・７ケ月・10ケ月児を対象に月に１回実施し、対象者延べ

83人中82人が受診している。健診の際に、離乳食の進め方について栄養士より個別栄

養指導を行っている。 
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幼児健診は、１歳６ケ月・２歳・３歳児を対象に隔月で実施し､対象者延べ89人に

対し、延べ 87人が受診した。保育士による手遊び・絵本の読み聞かせの実施と保育

相談、歯科衛生士による歯みがき指導、１歳６ケ月児と育児に不安のある母を対象

にした臨床心理士による心理相談を実施した。また、幼児食の試食をしてもらいな

がらの栄養指導を実施した。３歳児になるとう歯が多くなるが、一人の児が複数の

う歯を保有している状況が見られた。運動面・言語面での発達が気になる児が見ら

れることから、９月からフォローとして遊びの教室を月に１回実施した。 

 

②  家庭訪問・健康相談 

母子の心身の状況や養育環境等の把握と助言等による子育て支援を目的として、生

後３ヶ月までの児の家庭訪問を在宅助産師と保健師により、対象者21人全員（内、新

生児期12人）に実施した。乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）として、

保育緊急確保事業費補助金（国・県補助金）37千円の交付を受けたが、実績により次

年度７千円を国庫返納する。 

２ケ月児相談を生後２ヶ月の児とその母を対象に月１回実施し、対象者 17人中 15人

が利用、欠席者へは訪問で対応した。町の母子保健事業紹介、定期予防接種の説明の

場、参加者同士の交流の場にもなっている。 

１歳を迎えた児を対象に、児の育ちと子育て中の親の支援を目的にお誕生相談を隔

月で行った。身体計測、子育てに関する講座や幼児期のおやつの試食を行い、対象者

28名中24名が参加、欠席者へは訪問で対応した。 

福祉係が主となって行う５歳児相談には、保健師・管理栄養士がスタッフとして参

加し、協力して行っている。 

新生児訪問・乳幼児健診等のフォロー等母子保健関係での保健師・管理栄養士によ

る訪問は延べ104件実施した。 

 

③健康教育 

 【健康教育事業】 

学 級 名 対  象  者 回数 受講者数 

うまうまサークル 

（離乳食教室） 

偶数月：５.６か月児と保護者 

奇数月：８.９か月児と保護者 
12回 延58人 

思春期託児 

体験事業 

中学2年生 

 

託児体験に参加した親子 

１回 

33人 

 

親子12組 

(27人) 

 

「うまうまサークル (離乳食教室 )」は、月齢を定めた全員に参加してもらい、調

理実習なしで、最近の様子などの聞き取りと離乳食の試食をし、月齢において必要

な働きかけを行っている。欠席者には訪問をしている。 

乳幼児と触れ合う体験を通して生命の尊さを学び、健全な母性･父性の育成を図る

目的で、南木曽中学校２年生 33人を対象に、思春期託児体験事業を実施した。助産

師の話、赤ちゃんへの接し方等の事前学習を行った後、乳幼児の託児を行った。（そ

の間、母親は骨盤矯正ヨガを受講） 

 

④出産祝い金 

平成26年度中に出生届出をした18名に対し、出産祝い金各２万円（合計360千円）を

交付した。 

 

（３）成人保健 
①健康診査 

医療保険者に義務付けられた「特定健康診査」・「特定保健指導」は国民健康保険に
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協力して実施している。 

生活習慣病予防の観点から早い時期に生活習慣の問題点に気づき改善していくため、 

若年者（20歳～39歳の住民）を対象に「さわやか健康診査」を、後期高齢者等（75歳

以上の者及び65歳以上の障害認定による後期高齢者医療被保険者）には、健康状態だ

けでなく生活状態にも重点をおいた「いきいき健康診査」を、国保特定健康診査と同

日同会場で３日間実施した。 

国の｢肝炎ウイルス検診等実施要領｣に基づき、肝炎ウイルス検査(Ｂ型肝炎抗原検

査・Ｃ型肝炎抗体検査)を健診に併せて実施した。 40歳から 75歳までの５歳ごとの節

目年齢の者に肝炎無料クーポンを送付し、過去に肝炎ウイルス検査を受けたことがな

い者に検診を呼びかけた。 

肝炎無料クーポンのほか、特定健診等における独自追加検査費用について、県の健

康増進事業費補助金として126千円の交付を受けた。 

【健康診査受診状況（上段：26年度、下段：25年度） 

※対象者は検診該当者調査による（全住民から「職場・医療機関等で受ける」と回答した

者以外を対象者として算出。ただし、肝炎ウイルス検診は 40.45.50.55.60.65.70.75歳

該当年齢の数。） 

※健康増進事業は 40～ 74歳で医療保険に加入していない者の健診 

※国保特定健診結果については「国民健康保険事業」の項に記載 

いきいき健診の結果については、各分館にて計５回結果報告会を開催し72人が参加し

た。血圧と低栄養についての集団指導とともに健診結果の見方の説明を行い、希望者に

は個別相談を実施した。 

国保特定健診、さわやか健診の受診者へは個別結果説明会を実施し、説明会にこられ

なかった者へは、保健師・管理栄養士が訪問し保健指導を行った。 

成人保健事業に関しての保健師・管理栄養士の家庭訪問件数は延べ110件であった。 

なお、住民係で行う国保特定健診・特定保健事業の執行委任を受け、対象者へ受診勧

奨の働きかけや特定保健指導対象者への家庭訪問等を通しての保健指導等を行っている。 

②がん検診等

【がん検診等受診状況（上段： 26年度、下段： 25年度）】 

区  分 対象者 受診者 (内施設) 受診率 要精検者 精検率 
がんであ

った者  
がん発見率 

精検  

未受診者  

胃 が ん    E 
1,271人 181人  14.2% 18人 9.9% 0人 - 2人 

1,333人 207人  15.5% 28人 13.5% 1人 0.48% 4人 

大腸がん 

1,271人 427人  33.6% 23人 5.4% 0人 - 1人 

1,512人 
433人  28.6% 29人 6.7% 0人 - 6人 

肺 が ん 1,782人 92人 5.1% 12人 13.0% 1人 1.09% 1人 

対象者 受診者 受診率 異常なし  要指導 
要精検・  

要医療  
医療継続  

さわやか健診  
258人 64人 24.8％ 30.3％ 39.4％ 13.6％ 16.7％ 

245人 65人 26.5％ 24.6％ 41.5％ 20.0％ 13.9％ 

いきいき健診  
561人 76人 13.5％ 1.4％ 11.4％ 28.5％ 58.7％ 

326人 62人 19.0％ 3.2％ 17.7％ 22.6％ 56.5％ 

健 康 増 進 事

業  

7人 0人 － － － － 

6人 0人 － － － － 

肝炎ウイルス

検診  

477人 56人 11.7％ クーポン対象外受診 2人  受診合計58人 

514人 76人 14.8％ クーポン対象外受診 4人  受診合計80人 
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1,963人 80人 4.1% 6人 7.5% 0人 ‐ 2人 

前立腺 
がん 

－ 68人 － 8人 11.8% 3人 4.41% 2人 

－ 56人 － 4人 7.1% 0人 ‐ 1人 

子宮がん 
787人 138人 （48人） 17.5% 1人 0.7% 0人 - 1人 

658人 120人 （60人） 18.2% 1人 0.8% 0人 - 0人 

A乳 が ん    E 
702人 161人 (47人) 22.9% 11人 6.8% 1人 0.62% 0人 

540人 139人 (57人) 25.7% 9人 6.5% 1人 0.71% 0人 

骨 検 診 
886人 29人 （29人） 3.3% 

918人 34人 （34人） 3.7% 

※対象者は検診該当者調査による (全住民から｢職場・医療機関で受ける｣と回答した者以

外を対象者として算出している )。ただし骨検診の対象者は 40～ 70歳の女性の数。 

胃がん検診では、35歳以上の者を対象に３日間実施し、がんの発見はなかったが、胃

炎12人･胃ポリープ２人等の異常が発見された。 

大腸がん検診も35歳以上の者を対象に、胃がん検診と同時で３日間、町民健診と同時

で３日間の計６日間実施し、大腸ポリープ９人等の異常が発見された。なお、大腸がん

検診はがん検診推進事業のクーポン配布者272人中、36人の利用があった。 

肺がん検診は40歳以上の者を対象に実施し、92人が受診、1名のがんが発見された。 

前立腺がん検診は、 50歳以上の男性を対象に特定健診等との同時実施で実施している。

広報なぎそ・ＣＡＴＶ等での周知で68名が受診、３名のがんが発見された。 

子宮がん・乳がん検診は、検診車の集団検診１日と病院での施設検診10日間の２通り

の方法で実施した。この検診で１名の乳がんが発見された。平成 21年度から実施してい

る国のがん検診推進事業については、町の検診（集団検診・施設検診）のほかに、医療

機関委託での検診も実施した。今年度は過去にクーポンを利用していない方にも再度受

診勧奨を行い、子宮がんクーポン配布者267人中56人、乳がん検診クーポン配布者332人

中74人の利用があった。 

骨検診は子宮がん・乳がんの施設検診と同時に実施し29人が受診した。 

子宮・乳房・大腸がん検診クーポンについては、国のがん検診推進事業補助金の対象

となり、355千円の交付を受けた。 

（４）精神保健 

① 自殺対策

  自殺対策緊急強化事業の対面型相談支援事業として、地域包括支援センターと協力し精神科医

師による「こころの相談室」を４回、町社協への委託事業として弁護士による無料相談を２回開

設した（ただし弁護士無料相談の１回目は希望者０）。

そのほか啓発普及事業として、３月の自殺対策強化月間に合わせ、ポスターの掲示、啓発リー

フレットの全戸配布、啓発グッズの配布、「広報なぎそ」に相談機関一覧を掲載した。両事業あわ

せて補助金 397 千円の交付を受けた。 

② 木曽南部断酒会支援

南木曽会館にて毎週金曜日の夜、木曽南部断酒会例会を開催しており、大桑、南木

曽、木曽保健福祉事務所の保健師が交代で例会に出席している。南木曽町の会員の参

加実人数は２人であった。例会には中津川市等からの参加もみられる。 

③ 家庭訪問

保健師による家庭訪問を延べ90件行った。 
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（５）その他 

① 献血

移動採血車による一般献血を南木曽町役場前にて１回実施し、献血者数22人の協力

があった。（200ml ３人、400ml 19人） 献血者数は昨年より２人の減となった。 

② 南木曽町赤十字奉仕団

24年度に新体制を構築してから3年目を迎えた。役員による奉仕団委員会を１回開催

したほか、日赤県支部の主催する地域赤十字奉仕団幹部研修会に役員のうち４名が参

加した。各分団（７地区）に助成金として計69,460円を交付した。 

また、７．９南木曽町豪雨災害の折には、北部分団十二兼班の奉仕団員が、立ち往

生した特急電車の乗客に対し、県から提供されたアルファ米を使用して炊き出しを行

った。 

③ 地区組織活動

保健補導員会は、検診該当者調査の配布と回収、受診票等の配布と受診勧奨の声かけ

等の町の保健事業への協力の他に、独自事業として運動教室の開催（５回）、各種研修

会への参加等の活動を行った。（町補助金160千円） 

食生活改善推進協議会は、町管理栄養士を事務局として町等への保健事業への協力、

保育園や高校での郷土食作り、介護予防いきいき料理教室における高齢者への調理ア

ドバイス、脳卒中後遺症患者会（たんぽぽ会）でのお弁当作りなど、幅広い年代への

関わりを通して良い食生活習慣の普及活動を行っている。（町補助金 50 千円） 

④ 坂下病院救急医療負担金

坂下病院救急医療の経費について、 4,700千円の負担金を支出した。 

〔負担金については坂下病院救急医療の経費から中津川市の普通交付税充当額を除 

いた金額に対して人口割及び時間外患者数の実績に基づく利用者割により算出される。

（人口割及び利用者割の構成比率はそれぞれ50％）なお、平成26年度から平成28年度

までを期間とする協定が中津川市、南木曽町、大桑村の３市町村で締結され、負担金

は定額制である。〕 

⑤ 災害関係

７．９南木曽町豪雨災害発生直後から消防団と協力し、避難者や避難場所の把握、水、アルフ

ァ米、毛布の配布を当日中に行った。水、アルファ米は役場に保管してあったもの、県、他町村

から支援物資として提供されたものを使用した。毛布は日赤長野県支部と調整の上、毛布350枚、

安眠セット70個を調達した。当日は役場に避難した住民への炊き出しも行った。 
翌日からは、支援物資の受け入れや問い合わせ対応、避難所への食事、飲料水、衛生用品等の

調達、配給を行った。物資の受け入れは本庁では対応しきれず、10 日からは南木曽会館を受け入

れ先とし、対応は教委事務局、その後社協のボランティアセンターに移った。並行して断水地区

の住民への飲料水の配布、避難者の温泉施設への入浴支援（ニーズ調査、バスの運行、添乗）、床

下浸水以上の被害のあった住宅、事業所等に対し、消毒剤の配布と散布の指導を行った。7 月 12
日の避難指示解除後も断水等の理由により、最終 7 月 26 日まで食事の調達、提供を行った。 

この間、長野県から保健師の派遣応援をいただいた。
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平成26年度災害救助費内訳（７．９豪雨災害関係）

（35101）災害救助費

需用費 消耗品費 124,291 避難所用医薬品 4,787

避難所用衛生用品・消耗品 99,858

被災家屋等消毒用薬品 13,814

避難所用スペアキー作成（南木曽小） 5,832

燃料費 22,794 公用車燃料代（災害対応分） 8,914

マイクロバス軽油代（被災者入浴バス用） 3,595

レンタカー燃料代（支援物資等搬送用） 10,285

食料費 439,482 避難者用弁当代 424,298

下仲町・坂の下集会所炊き出し費用 15,184

一般修繕料 186,948 簡易シャワールーム設置費（下仲町・坂の下集会所） 139,968

冷凍車・仮設風呂電源工事費（役場） 17,280

洗濯機・風呂給排水仮設工事費（役場） 29,700

役務費 クリーニング代 288,428 避難所用毛布クリーニング代

委託料 180,848 被災者入浴バス運行委託料 142,400

金庫解錠費（災害流出物） 38,448

使用料及び
賃借料

設備使用料 34,992 簡易シャワールーム設備使用料（下仲町・坂の下集会所）

使用料 27,000 被災者入浴料

1,679,723 災害ボランティアセンター活動補助金 1,469,723

防災倉庫整備補助金 210,000

扶助費 3,546,827 災害弔慰金 2,500,000

災害見舞金 685,000

福祉避難所費用 249,255

要援護者緊急ショートスティ個人負担分 112,572

科目 決算額 内訳

負担金補助及
び交付金

ボランティア
センター助成
金




